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“地域の力”で
孤立死ゼロ
ふっかちゃん子ども福祉基金…❻
特別支援教育の体制を強化…❻
渋沢栄一物語［銀行創業］…❽
キラリ熱中時間［川田修平さん］…❾
情熱農力［江黒繁雄さん］…❾
市民課（総合窓口）の臨時開庁…12

人口：146,361人　男性：73,092人　女性：73,269人　世帯数：55,775世帯（平成25年2月1日現在・外国籍のかたも含みます）

地域の課題、解決に向けて
 支え合いマップづくり研修会（1月7日・深谷公民館）
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で
は
、
孤
立
を
防
ぐ
に
は
、
何
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
自
助
（
本
人
自
ら
が
普

段
か
ら
隣
近
所
と
交
流
す
る
）、
共
助

（
地
域
で
お
互
い
を
支
え
合
う
）、
公
助

（
行
政
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
の
提
供
）
の
３
つ
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
今
、
重
要
視
さ
れ

て
い
る
の
が
、
共
助
の
部
分
で
す
。
孤

立
が
心
配
さ
れ
る
か
た
を
継
続
的
に
見

守
り
、
支
え
る
に
は
生
活
空
間
を
共
有

し
て
い
る
地
域
の
か
た
の
力
が
必
要
で

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
共
助
の
機
能
を
強

め
、
公
助
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
12
月
か
ら
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
大

き
く
分
け
て
『
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
』
と
『
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
』

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
付
き

合
い
の
煩
わ
し
さ
を
嫌
い
人
間
関
係
が

希
薄
化
す
る
な
ど
、
地
域
や
社
会
か
ら

孤
立
し
て
暮
ら
す
人
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

深
谷
市
を
見
て
み
る
と
、
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
の
全
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
の
割
合
は
約
22
％
で
、
そ
の
う

ち
単
身
世
帯
数
は
５
，
６
８
９
世
帯
。

今
後
も
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
の
単
身
世
帯
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
へ
の
加
入
率
は
、
平

成
18
年
度
79
・
９
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
平
成
24
年
度
は
75
・
６
％
と
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。

　

孤
立
死
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
弱
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
単
身
世
帯
の
高
齢
者
に
限
っ
た
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
若
く
て
も
、

家
族
が
い
て
も
、
社
会
か
ら
孤
立
し
て

し
ま
っ
て
い
る
人
す
べ
て
に
起
こ
り
得

ま
す
。
ま
ず
は
、そ
の
認
識
を
共
有
し
、

孤
立
を
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

高
齢
者
の
単
身
世
帯
増
加
・

『
孤
立
者
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増
加
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▲深谷市全人口に占める65歳以上の割合

①近隣住民（自治会、婦人
会、老人クラブなど）
　情報通として、日常生活
の中でさりげなく見守る
②民生委員・児童委員
　さまざまな公的サービス
と近隣住民による支援の調
整、および個人情報に配慮
して見守る
③地域包括支援センター
　高齢者に関する総合的な
相談窓口
④市、社会福祉協議会
　地域からの情報による公
的サービスの提供

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識

を
掘
り
起
こ
す

　亡くなっているのに誰も気付かず、かなりの日数が経過してから発見されるという、
いわゆる孤立死。特に最近では単身高齢者に限らず、家族と同居している場合や、中年
層でも事例が発生しており、大きな社会問題となっています。孤立を防ぎ、みんなが安
心した生活を送るには、どうしたらいいのでしょうか？一緒に考えていきましょう。 

“地域の力”で

孤立死
ゼロ

▲深谷市の自治会加入率

見守りネットワーク

年度 加入率
平成18年度 79.9%
平成19年度 78.9%
平成20年度 78.5%
平成21年度 77.8%
平成22年度 77.2%
平成23年度 76.4%
平成24年度 75.6%

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
見
守
り
体
制
を
強
化

　

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
市
民
生

活
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
企
業
や
団

体
と
行
政
が
一
つ
に
な
っ
て
、
地
域
で

支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
異
変
を
早
く

察
知
す
る
た
め
の
も
の
で
す
（
上
図

参
照
）。
自
治
会
や
民
生
委
員
な
ど
の

地
域
の
か
た
た
ち
の
ほ
か
、
新
聞
や
電

気
、
ガ
ス
事
業
者
な
ど
、
住
民
生
活
に

か
か
わ
っ
て
い
る
事
業
者
の
協
力
も
得

て
、
見
守
り
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
（
協
定
締
結
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
今
後
、

関
係
機
関
と
は
、
事
例
報
告
や
対
応
を

話
し
合
う
場
と
し
て
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有

化
と
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

親族など

社会福祉協議会

地域包括支援センター

近隣住民

民生委員
児童委員

市 協定締結事業者
（新聞・電気・ガス事業者など）

見守り対象者

安心

協力・提携
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具
体
的
に
は
、
上
図
の
よ
う
に
見
守

り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
に
つ
い
て
、

誰
が
・
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
・
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
線
で

表
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
多
く
の
線
が
引
か
れ
て

い
れ
ば
あ
る
程
度
、
見
守
り
が
で
き
て

い
る
状
態
で
あ
る
と
確
認
が
で
き
ま

す
。
逆
に
、
全
く
線
が
引
か
れ
な
い
場

合
は
、
孤
立
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く

注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
は
、

た
だ
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
線

を
引
い
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
ご
近
所
内

の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、
ど
う
す
れ

ば
解
決
で
き
る
か
、
誰
に
何
が
で
き
る

か
、
そ
れ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
24

年
12
月
25
日
に
自
治
会
長
、
民
生
委
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
必
要
性
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
７

日
〜
９
日
に
か
け
て
は
、
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
研
修
会
を
実
施
。
市
内

12
支
会
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
各
１

自
治
会
を
対
象
に
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を

実
際
に
作
製
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
モ
デ
ル
地
区
の
支
え

合
い
マ
ッ
プ
作
り
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
な
ど
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
25
年
度
中
に
市
内
全
域
で
作
製
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1人ではなく
みんなで支える

　民生委員として、以前から、見守りが必
要なかたの情報が把握できればと考えてい
ました。作業中は、『たぶん・おそらく』
といった情報が多く出されたので、再度、
正確な情報を得ることが重要だと感じまし
た。一人暮らしの高齢者は、ますます増え
ていきます。個人情報保護の問題もありま
すが、支え合いの仕組みを強化するには、
おせっかいも必要かもしれません。情報を
共有し、見守りが必要なかたを複数人で支
えていければいいですね。

杉
す ぎ

田
た

　博
ひ ろ

之
ゆ き

さん

民生委員（岡里地区）
支え合いマップ作りに参加

ちょっとした
情報共有から

　支え合いマップを作製してみて、自分が
考えていた以上に、見守りが必要なかたが
地域にたくさんいらっしゃるのだと分かり
ました。上手に活用できればいいのですが、
プライバシーの問題もあり、難しさも感じ
ています。そのかたを見守るために、どの
程度踏み込むか。どの範囲まで情報を共有
するか。そのバランスが重要だと思います。
　まずは、オープンにできることだけでも
共有していければ、緊急時などに役立つか
もしれませんね。

増
ま す

田
だ

　守
も り

和
か ず

さん

堀米自治会長
支え合いマップ作りに参加

　平成24年12月19日、市内を管轄している右
表のライフライン事業者および配達関係事業者
と『深谷市見守りネットワークに関する協定』
を締結しました。

見守りネットワー
クに民間事業

者も協力

協定締結事業者（2月28日現在）

埼玉北部第4実行委員会 新聞配達

深谷地区牛乳協会 飲料配達

東京電力熊谷支社 電気事業者

埼玉ガス株式会社 ガス事業者

埼玉県LPガス協会深谷支部 ガス事業者

株式会社ジーシーシー自治体
サービス

水道：料金
徴収

東京ワックス株式会社 水道：検針

生活協同組合さいたまコープ 食品等配達

埼玉北部ヤクルト販売株式会社 乳製品販売

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
、『
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
誰
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
る
か
』、『
地
域
で
孤
立

し
て
い
る
人
は
い
な
い
か
』
な
ど
を
地

図
上
で
明
確
に
し
、
課
題
の
解
決
に
役

立
て
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
っ
と
見
守
る

そ
こ
か
ら
始
め
る

支
え
合
い
マ
ッ
プ
で
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り

　

見
守
り
の
原
点
は
隣
人
と
し
て
の
気

遣
い
で
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
仲
間
と

し
て
気
に
掛
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
見

守
り
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。ま
ず
は
、

自
分
の
身
の
周
り
に
目
を
向
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

人
・
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
具
体
的
に
行
動
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
で
す
。そ
ん
な
と
き
は
、

『
毎
日
庭
で
見
掛
け
る
』
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
で
も
、
十
分
見
守
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
新
聞
が
た
ま
っ
て
い
る
、

夜
に
な
っ
て
も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い

な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
何
か
異
常

を
感
じ
た
と
き
は
、
市
役
所
・
消
防
署
・

警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
４
）、
長
寿
福
祉
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
５
）

モ
デ
ル
地
区
で
支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
作
製
、
平
成
25
年
度
中
に

市
内
全
域
へ

　見守りの対象となる
のは、一人暮らしの高
齢者、高齢者のみの世
帯、要介護者とその家
族、障害者などのほか、
気になる人がいればす
べて書き込みます。

支え合いマップ
のイメージ 一人暮らし

　高齢者

〇〇さん

〇〇さん

民生委員 畑

遊びに行く

訪問

仲良し
畑で会う

毎日畑に行く

※日本郵便株式会社とも協定の締結を予定しています。

●災害時要援護者名簿への登録
　安否確認や避難支援などに役立てる
制度です。不安をお持ちのかたは登録
をお願いします。
●緊急通報装置の設置
　急病などの緊急時に、通報先へ簡単
に連絡ができる装置を取り付けます。
慢性的な病気のある一人暮らしの高齢
者などが対象です。

日々の安心をサポートする制度

ご利用ください
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3月のご案内

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

希
望
の
国 

（
日
本
・
１
３
３
分
）

と
き　

３
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
②
③
④

内
容　

東
日
本
に
続
く
大
震
災
で
さ
ら

な
る
原
発
崩
壊
が
…
。
深
谷
メ
イ
ン
ロ

ケ
の
問
題
提
議
作

レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
（
英
・
１
５
８
分
）

と
き　

３
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
①
②

③
、３
月
24
日
㈰
〜
28
日
㈭
①
②
③
④
、

３
月
29
日
㈮
③
④

内
容　

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
名

作
を『
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
』の
ト
ム
・

フ
ー
バ
ー
監
督
が
壮
大
に
描
く
話
題
作

綱
引
い
ち
ゃ
っ
た
！

（
日
本
・
１
１
１
分
）

と
き　

３
月
30
日
㈯
③
、
３
月
31
日
㈰

〜
４
月
６
日
㈯
①
②
③

内
容　

市
の
女
子
職
員
（
井
上
真
央
）

が
綱
引
き
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
羽

目
に
な
り
…
。

ふ
が
い
な
い
僕
は
空
を
見
た

 

（
日
本
・
１
４
１
分
）

と
き　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯
④

内
容　

主
婦
と
の
不
倫
と
同
級
生
と
の

恋
に
揺
れ
る
男
子
高
校
生
の
焦
燥
を
タ

ナ
ダ
ユ
キ
監
督
が
赤
裸
々
に
描
く
。

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
親
指 　
（
日
本
・
１
６
０
分
）

と
き　

３
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
①
③
④

内
容　

俳
優
・
阿
部
寛
ふ
ん
す
る
詐
欺

師
が
人
助
け
の
た
め
、
一
世
一
代
の
大

勝
負
に
挑
む
。
ラ
ス
ト
の
意
外
な
結
末

が
見
も
の

天
の
し
ず
く 

辰
巳
芳
子
„
い
の
ち
の

ス
ー
プ
“

（
日
本
・
85
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

３
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
②
、
３

月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
④

内
容　

料
理
研
究
家
が
自
然
食
の
重
要

性
を
世
に
問
う
作
品

放
射
能
を
浴
び
た
﹇
Ｘ
年
後
﹈

（
日
本
・
83
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

３
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
①

内
容　

ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆
実
験
の
隠
さ

れ
た
真
実
を
暴
く
。

温
か
な
友
情

　

今
月
の
11
日
で
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
が
た
ち
ま
す
。被
災
地
の
一
つ
、

友
好
都
市
岩
手
県
田た

野の

畑は
た

村む
ら

に
は
、
今

年
度
か
ら
職
員
を
２
人
派
遣
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
派
遣
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
復
興
も
よ

う
や
く
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う
で

す
。

　

復
興
支
援
の
こ
と
で
市
長
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
の

は
、
震
災
時
に
本
当
に
た
く
さ
ん
の
物

資
の
提
供
や
義
援
金
な
ど
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

震
災
直
後
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

皆
さ
ん
が
物
資
を
積
ん
で
出
発
し
て
く

れ
ま
し
た
。
続
い
て
自
治
会
の
皆
さ
ん

が
、
新
鮮
な
深
谷
の
野
菜
を
提
供
し
て

く
れ
、
そ
の
後
も
、
た
び
た
び
田
野
畑

に
向
け
、ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
直
接
義
援
金
を
送
ら
れ
た
か
た

も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
田
野
畑
村
の
皆
さ
ん
は
、

深
谷
の
皆
さ
ん
の
物
心
両
面
か
ら
の
支

援
に
対
し
、
復
興
を
記
録
し
た
冊
子
に

『
温
か
な
友
情
』
と
表
現
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。『
温
か
な
友
情
』
と
は
、『
自

分
の
手
に
届
く
範
囲
・
目
に
見
え
る
範

囲
で
、
援
助
・
支
援
し
た
い
』
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
篤と

く

志し

を
表
し
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

深
谷
市
で
も
そ
ん
な
皆
さ
ん
か
ら
の

篤
志
で
福
祉
の
輪
を
広
げ
ら
れ
な
い

か
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
、
素
晴
ら
し
く

温
か
い
福
祉
が
実
現
で
き
る
と
考
え
、

昨
年
12
月
に
、『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど

も
福
祉
基
金
』
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
か

た
が
た
か
ら
、
既
に
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
当
面
は
障
害
の
あ

る
子
の
支
援
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
篤
志
の
積
み
重
ね
か
ら
、

『
温
か
な
友
情
』
が
広
が
り
ま
す
。

Ｑ
深谷市長　小島　進

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

Ｑ

Ａ

市内幹線道路沿いの電線類地中化工事に伴
い、歩道上に設置された地上機器（緑色のボッ
クス）の壁面を活用して、深谷市のPRがで
きないでしょうか。

深谷市のイメージキャラクター『ふっかちゃ
ん』のシールを貼り、深谷市をPRします。

　深谷駅北口周辺や
県道深谷嵐山線など
の歩道上の地上機器
の壁面を活用し、深
谷市をPRします。
　この取り組みは、
市長が開催している『自治会訪問202ふれあい座
談会』で、市民の皆さんからご提案いただいたも
のです。
問い合わせ　秘書課（☎574‐6631）☎

賛
同
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
、
合
計
約
３
，１
５
０
万
円
の
寄
付

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

の
補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
事
業
に
活
用
し
、
来
年
度
以
降
は
基

金
の
集
ま
り
具
合
に
応
じ
て
、
必
要
性

や
予
算
を
考
慮
し
た
上
で
幅
広
く
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
青
少
年
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
６
）

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
市
で
は
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど

も
福
祉
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
福
祉
基
金
は
、
企
業
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を
募
り
、
そ
の
寄
付

金
を
子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
事
業
の
財

源
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　

通
常
の
寄
付
の
ほ
か
、
ふ
っ
か
ち
ゃ

ん
の
商
品
を
扱
っ
て
い
る
企
業
に
対

し
て
も
、
任
意
で
売
り
上
げ
の
一
定

割
合
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。

　

２
月
13
日
現
在
、
基
金
の
趣
旨
に
ご

特
別
支
援
教
育
の
体
制
を
強
化

2

子
ど
も
を
一
貫
し
て
育
て
る
』
を
テ
ー

マ
に
、
平
成
22
年
か
ら
３
つ
の
柱
で
支

援
体
制
を
整
備
・
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
教
育
・
福
祉
の
連
携
に

よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
市
内

の
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介
し
た
『
保
護

者
向
け
支
援
マ
ッ
プ
』
を
作
製
し
、
子

ど
も
・
家
庭
・
学
校
を
支
え
る
た
め
の

　

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍

し
、
発
達
障
害
な
ど
で
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
た
め
、
市
教
育
委
員
会
で

は
特
別
支
援
教
育
体
制
整
備
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、『
０
〜
15
歳
ま
で
の

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
子
ど
も
福
祉
基
金
創
設

1

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、『
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
の
特
別
支
援

教
育
の
視
点
に
立
っ
た
学
校
の
教
育
力

の
向
上
』
を
目
指
し
、
県
内
初
と
な
る

『
特
別
支
援
学
級
担
当
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
教
員
の
た
め

の
指
導
要
領
を
ま
と
め
、
教
員
の
指
導

力
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・

中
学
校
の
連
携
に
よ
る
『
な
め
ら
か
な

接
続
の
実
現
』
を
目
指
し
、『
幼
保
小

中
連
絡
協
議
会
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所
（
☎
５
７

２
‐
９
４
５
６
）
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　おとうさんのおひざの上は、わたしのまほうの場

しょです。

　わたしが学校でいやなことがあったときとか、お

かあさんにおこられたときに、いつもおとうさんの

おひざの上にすわります。そうするとだんだん元気

がでて、なみだがとまって、またがんばれるんだよ。

　やさしいおとうさんが大すきです。あったかいお

ひざの上がきもちよくて大すきです。わたしのとく

べつな場しょ、ずっととっておいてね。

常盤小学校2年　　 吉
よ し は し

橋沙
さ あ や

亜耶 さん

おとうさんへ
小学校低学年の部

▲現在、4人のゴールキーパーが在籍。正
ゴールキーパーを目指し奮闘中
（大宮アルディージャ練習場）

～プロサッカー選手　川
か わ

田
た

修
しゅう

平
へ い

さん～

82013.3. 広報ふかや

▲『明治30年ごろの第一国立
銀行』（渋沢史料館提供）日本
橋兜町1番地。和洋折衷・木造
5階建て。当初、三井組為替座
として建設され、東京の名所
として錦絵にも数多く登場

銀行創業
　

第
一
国
立
銀
行
は
、
小お

野の

組ぐ
み

・
三み

つ

井い

組ぐ
み

が
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
ず
つ
を
出
資
し
、
他

の
一
般
株
主
が
四
十
四
万
二
百
円
を
出

資
、
合
わ
せ
て
二
百
四
十
四
万
二
百
円
を

も
っ
て
資
本
金
と
し
ま
し
た
。
頭
取
は
小

野
・
三
井
両
組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ

出
し
、
支
配
人
・
取
締
役
も
両
組
か
ら
同

数
ず
つ
出
す
と
い
う
変
則
的
な
組
織
で

し
た
。
両
者
の
権け

ん

衡こ
う

を
図
る
た
め
、
栄
一

が
頭
取
の
上
に
立
っ
て
こ
れ
を
指
導
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
栄
一
が

出
資
し
た
金
額
は
四
万
円
で
し
た
。

　

順
調
に
出
発
し
た
か
に
見
え
た
第

一
国
立
銀
行
で
す
が
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
十
一
月
、
小
野
組
の
破は

綻た
ん

と
い
う
思
わ
ぬ
事
態
に
直
面
し
ま
す
。
小

野
組
・
三
井
組
と
も
に
政
府
の
官
金
事
務

取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
小
野

組
の
経
営
は
乱
脈
を
極
め
て
い
た
よ
う

で
、
官
金
を
流
用
し
て
の
投
機
的
な
米
の

売
買
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
事
態
を
憂
慮
し
た
政
府
は
、
次
々
と
布

告
を
発
し
、
そ
の
年
の
十
二
月
十
五
日
ま

で
に
、
取
扱
高
と
同
額
の
担
保
を
納
め
さ

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
三
井
組
は
何
と

か
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
小
野
組
の
取
扱
高
は
五
百
万
円
を

越
え
て
お
り
、
こ
れ
を
納
め
る
こ
と
は
困

難
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
緊
急
事
態
を
受
け
て
、
栄
一

は
、小
野
組
資
産
の
押
収
に
奔
走
し
ま
す
。

こ
の
時
、
小お

野の

組ぐ
み

糸い
と

方か
た

の
責
任
者
で
あ
っ

た
古ふ

る

河か
わ

市い
ち

兵べ

衛え

は
自
ら
の
全
財
産
を
投

げ
打
っ
て
栄
一
の
信
頼
に
応
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
両
者
の
間
に
は
揺
る
ぎ

な
い
盟
友
関
係
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

何
と
か
こ
の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
栄

一
で
す
が
、
今
度
は
三
井
組
が
第
一
国
立

銀
行
の
乗
っ
取
り
に
か
か
り
ま
す
。
栄
一

は
、
銀
行
と
い
う
組
織
は
、
お
金
の
流
れ

を
つ
く
り
、
仕
事
を
生
み
出
し
、
多
く
の

人
々
の
暮
ら
し
を
潤
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
一
身
一
家
を
富
ま
す
た
め
の
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
力
説
。
大
蔵
省
紙し

幣へ
い

頭の
か
み

得と
く

能の
う

良り
ょ
う

介す
け

の
理
解
と
支
援
も
得
ま
す
。

結
果
と
し
て
は
、
四
万
円
の
株
主
で
あ
る

栄
一
が
百
万
円
の
株
主
で
あ
る
三
井
組

を
ね
じ
伏
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治

八
年
（
一
八
七
五
）
八
月
一
日
、
栄
一
は

新
た
に
頭
取
に
就
任
し
、
こ
こ
に
再
出
発

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
新
井
慎
一
）

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

『小野組の破綻』『小野組の破綻』
　小野組の破綻により、第一国立銀行も
重大な危機を迎えました。
　そこで、栄一は、小野組糸方の責任者
古河市兵衛に「第一国立銀行は、日本の
発展に欠かせないものだ。日本を救って
ほしい」と融資の返金を懇願。市兵衛は
潔く栄一に協力し、個人の資産まで差し

出し、第一国立銀行に被害が及ぶのを防
ぎました。
『得能良介』（1825‐ 1883）
　旧薩摩藩士。大

おお

久
く

保
ぼ

利
と し

通
み ち

の推挙で大
おお

蔵
く ら

大
た い

丞
じょう

に任ぜられますが、明治5年栄一と
衝突し司法省へ。明治7年に大蔵省へ復
帰し、紙幣頭として国立銀行条例の改正
や、初代印刷局長として国産紙幣の製造
などに尽力しました。

﹇
第
21
回
﹈

最優秀賞

　全国2位の収穫量を誇る深谷産キュウリ。そ

れを支えるキュウリ農家の江黒さん。春に3.5

反、秋に3.8反のハウス栽培をしています。品

質安定のため、特に温度調整に気を配り、形が

悪いものや葉をバランス良く摘み取ります。最

盛期に1日2回収穫し出荷するのが大変。でも、

よく出来た時はうれしいし、作業もはかどります。

「両親が築き上げたものを守りながら、自分のや

り方を見つけていきたい」就農11年目、さらな

る1歩を踏み出そうとしています。

さらなる
1歩

江
え

黒
ぐ ろ

 繁
し げ

雄
お

さん（35歳・堀米）

　

今
年
、
深
谷
出
身
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が

誕
生
し
ま
し
た
。
Ｊ
１
の
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
と
契
約
を
交
わ
し
た
川
田

修
平
さ
ん
（
18
歳
）。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
、
背
番
号
35
。

　

サ
ッ
カ
ー
人
生
の
幕
開
け
は
、
小
学

校
２
年
の
時
。
３
歳
上
の
兄
と
一
緒
に

豊
里
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

団
し
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
る
と
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
た
く
て
、
Ｆ

Ｃ
深
谷
に
進
み
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日
、
成

塚
か
ら
仙
元
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
往

復
約
15
㎞
を
自
転
車
で
通
い
、
練
習
に

没
頭
。「
県
内
で
は
自
分
の
右
に
出
る

キ
ー
パ
ー
は
い
な
い
」
と
思
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
中
学
校
３
年

の
時
。Ｕア

ン
ダ
ー‐

15
日
本
代
表
候
補
に
選
出
、

ま
た
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
か
ら
は

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
へ
の
オ
フ
ァ
ー
も
受
け

ま
す
。

「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
頑
張
れ
ば
、

プ
ロ
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　

川
田
さ
ん
は
、
こ
の
時
初
め
て
プ
ロ

へ
の
道
を
意
識
し
た
そ
う
で
す
。

　

高
校
時
代
は
ユ
ー
ス
の
練
習
で
サ
ッ

カ
ー
漬
け
に
。
朝
７
時
に
家
を
出
て
、

帰
宅
は
夜
11
時
過
ぎ
。
積
み
上
げ
て
き

た
成
果
は
、
Ｕ
‐
16
･
Ｕ
‐
17
の
日
本

代
表
候
補
と
い
う
形
で
表
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
Ｊ
１
入
り
で
き
た
高
校
生
は

全
国
で
40
人
弱
。
選
び
抜
か
れ
た
つ
わ

も
の
た
ち
が
競
い
合
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で

「
技
術
を
磨
き
、
チ
ー
ム
に
信
頼
さ
れ

る
正
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
に
な
り
た
い
。

そ
し
て
、
い
つ
か
日
本
代
表
に
」
と
、

気
合
十
分
で
す
。

　

15
の
時
か
ら
追
い
求
め
て
、
届
き
そ

う
で
届
か
な
い
〝
日
本
代
表
〞
の
座
。

３
年
後
の
リ
オ
五
輪
へ
の
思
い
は
、

日
々
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

深
谷
が
生
ん
だ
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
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市民税課で交付していた税関係証明についても一部を除き、総合窓口で交付します

　15歳という節目の年に、将来への志を立て発表する

立志式。花園中学校の2年生122人全員が壇上で、夢

の実現に向けて努力していくことを力強く宣言しました。

　講師の田
た

島
じま

隆
たか

宏
ひろ

氏は、生後すぐに脳性まひで身体の自由

を失いました。講演では、「目標を達成した時の喜びが生

きる糧になる」と、夢を持つことの大切さを話されました。

　友好都市・南魚沼市で雪まつりが開催されました。地元

の食が楽しめる『ふるさとふれあい店』ブースで、深谷の

物産をPR。深谷ねぎやユリ、煮ぼうとうを販売しました。

　小・中学校、高校、特別支援学校の児童・生徒を対象

とした書き初めの展覧会が行われ、県内各地から選ばれ

た約3,000点の優秀作品が会場を埋め尽くしました。

　市民課窓口に新たに総合窓口を開設しました。住所異

動や戸籍の届け出に伴う国民健康保険やこども医療など

の手続きも行えるようになりました。

　深谷ねぎの魅力を発信する祭りが開催されました。約

40店舗が出店し、ねぎ料理を提供したほか、奉納され

た300本のねぎが福ねぎとして配布されました。

　食生活改善推進員による料理教室に、32人のかたが参

加しました。海鮮チヂミ、ナムル、わかめと豆腐の中華スー

プ、黒ごまプリンを作り、みんなで料理を楽しみました。

　県北地域で活躍されている『劇団Ｑ』の皆さんの指導

で、アーティスト倶
く

楽
ら

部
ぶ

の子どもたちが、歌やパントマ

イムなど、演劇に必要な表現方法を学びました。

田島氏は、電動寝台型バッファロー号（写真左）に乗り、写真を撮っています

フラワークイーンから、福ねぎが1本1本手渡されました

夢を抱き、努力誓う『立志式』
花園中学校

生きる喜び語る『地上50㎝の写真家講演会』
川本公民館

深谷の物産をＰＲ『南魚沼市雪まつり』
新潟県南魚沼市内

優秀作品が集合『埼玉県書きぞめ中央展』
深谷小学校

さらに便利に『総合窓口サービス』を開始
市役所本庁舎

料理を堪能『米粉を使った料理教室』
もくせい館

うまくできるかな『子ども陶芸教室』
南公民館

表現するって楽しいな『演劇ワークショップ』
深谷市民文化会館

歴史に触れる『油絵で見る渋沢栄一翁の生涯』
岡部総合支所

　郷土の偉人・渋沢栄一の生涯を描いた油絵のパネル

20点が展示されました。たくさんのかたが、興味深そ

うに1点1点鑑賞していました。

　陶器のコップを作る教室に、親子11組27人のかたが

参加しました。ひも状の粘土を積み上げ、ろくろを回しま

した。次回色付けし、１か月後の出来上がりが楽しみです。

深谷の花をＰＲ『深谷フラワーフェスティバル』
銀座三愛フラワー銀座店・錦糸町店

　銀座三愛フラワーの2店舗で、ユリやチューリップな

どの深谷産花き類の魅力をPRしました。当日は、色と

りどりの花とふっかちゃんが、皆さんをお迎えしました。

深谷ねぎを味わい尽くす『深谷ねぎまつり』
瀧宮神社（西島地内）

深谷をPRするため出動したふっかちゃん。南魚沼でも大人気でした

9日・10日の2日間開催しました

油絵を描いたのは岡在住の渋
しぶ

沢
さわ

敦
あつ

雄
お

氏

          １ ／
 21

          １ ／
 19

          １ ／
 21

          １ ／
 27

          １ ／
 27

         2 ／
 ２

         2 ／
 ２

         2 ／
 ３

         2 ／
 ４

         2 ／
 ９

         2 ／
 10
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と
き　

４
月
６
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
、
７
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

瀧
宮
神
社
（
Ｊ
Ｒ

深
谷
駅
南
側
）

内
容　

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
出
店
飲
食
ブ
ー
ス

（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ほ
か
）、
桜さ

く
ら

コ
ン
（
ま
ち
コ
ン
）、
あ
べ

こ
べ
親
子
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

＆
映
画
『
う
ま
れ
る
』
上
映
、

駄
菓
子
屋
七
ツ
梅
、
甘
酒
販

売
、
１
０
０
縁
日
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

ま
た
、
３
月
29
日
㈮
〜
４

月
７
日
㈰
（
桜
の
見
ご
ろ
過

ぎ
ま
で
）
は
、
唐
沢
川
の
桜

堤
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
５
７
５
‐
０
０
１
５
）

第
19
回
ふ
か
や
桜桜
ま
つ
り

市政を学ぶ『まごころ出張講座』
●問い合わせ　秘書課（☎574‐6631）

開
催
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
８

時
30
分
ま
で
の
間
で
、
１
時
間
30

分
以
内
で
す
（
祝
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）。

開
催
場
所　

申
し
込
み
を
さ
れ
る

か
た
が
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
市
内

に
限
り
ま
す
）。

申
し
込
み　

講
座
を
開
催
し
よ
う

と
す
る
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
、

申
込
書
を
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
担
当
課
か
ら
開
催
承
諾

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
市
政
情
報
の
提
供
を
通
じ
て
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
職
員
が
共
に
学

び
合
い
、
信
頼
関
係
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で

す
。
苦
情
の
申
し
立
て
や
個
別
相

談
の
場
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

※
講
座
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
ご
こ
ろ
出
張
講
座
は
、

市
が
市
政
に
関
す
る
講
座
を

用
意
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
要
望
に
応
じ
て
市
職
員
が

指
定
の
場
所
に
出
張
し
、
講

座
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

転入・転出者のため、市民課を日曜日に臨時開庁
●問い合わせ　財政課（☎574‐6632）　市民課（☎574‐6640）

　

転
入
・
転
出
・
転
居
者
を
対
象

と
し
て
、
本
庁
舎
１
階
の
市
民
課

（
総
合
窓
口
）
を
日
曜
日
に
臨
時

開
庁
し
ま
す
。

と
き　

３
月
31
日
㈰
、
４
月
７

日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

取
り
扱
い
手
続
き　

住
所
異
動
の

届
け
出
と
、
そ
れ
に
伴
う
、
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
こ
ど
も
医
療
費
、
児
童
手
当

な
ど
の
簡
易
な
申
請
・
手
続
き
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
業
務
の
内
容
に
よ
り
、
一
部

取
り
扱
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
は
20
〜
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国

民
年
金
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
が
40
年

間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
〜
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
満
額
の
年
金
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付

済
み
期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
昭
和
40
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
に
限
る
）。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
の
か
た
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料　

月
額
１
４
，９
８
０
円

（
平
成
24
年
度
）

申
請
時
に
必
要
な
物　

年
金
手

帳
・
印
鑑
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳

届
出
印

※
65
〜
70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸
籍

謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ

支
給
を
受
け
て
い
る
か
た
や
、

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
か
た
は
任
意
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国

人
の
か
た
も
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
す

　

外
国
籍
の
か
た
で
あ
っ
て
も
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
日
本
国
内

に
住
所
が
あ
る
と
き
に
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
か
た
を
除
く
）。

加
入
手
続
き
は
住
民
登
録
の
あ
る

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
人
の
か
た
が
、
国

民
年
金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納

め
て
、
年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰

国
し
た
場
合
に
は
、
出
国
後
２
年

以
内
に
請
求
手
続
き
を
す
る
と
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

脱
退
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
谷
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
縦
覧
】

　

自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

と
、
市
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
を
比
較
で
き
る
よ
う
、

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
。

対
象

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
市
内

に
所
在
す
る
土
地
の
固
定
資
産
税

納
税
者

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
市
内

に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税

納
税
者

③
納
税
者
か
ら
縦
覧
を
委
任
さ

れ
、
か
つ
委
任
状
を
お
持
ち
の
か
た

※
法
人
所
有
の
資
産
に
つ
い
て
、

従
業
員
の
か
た
な
ど
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
代
表
者
（
支
店
長
な
ど

も
含
む
）
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

で
す
。

と
き　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日

㈮と
こ
ろ　

資
産
税
課

手
数
料　

無
料

【
閲
覧
】

　

自
己
の
資
産
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
た
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

お
よ
び
課
税
台
帳
記
載
事
項
の
証

明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
借
地
・
借
家
人
の
か
た
な

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5158）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）

平成25年度　固定資産税の縦覧・閲覧
●問い合わせ　資産税課（☎574‐6638）

ど
も
、
借
地
・
借
家
に
係
る
部
分

に
限
り
、
閲
覧
お
よ
び
証
明
書
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象

①
該
当
資
産
の
納
税
義
務
者
お
よ

び
納
税
管
理
人

②
納
税
義
務
者
か
ら
閲
覧
を
委
任

さ
れ
、
か
つ
委
任
状
を
お
持
ち
の

か
た

※
法
人
所
有
の
資
産
に
つ
い
て
、

従
業
員
の
か
た
な
ど
が
閲
覧
す
る

場
合
は
、
代
表
者
（
支
店
長
な
ど

も
含
む
）
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

で
す
。

③
借
地
・
借
家
人
の
か
た
な
ど

は
、
賃
借
権
な
ど
の
権
利
（
対
価

が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）
を

有
し
、
権
利
関
係
を
示
す
書
類
な

ど
を
お
持
ち
の
か
た

と
き　

４
月
１
日
㈪
〜

と
こ
ろ　

資
産
税
課
（
６
月
３
日

㈪
以
降
は
市
民
課
総
合
窓
口
）
お

よ
び
総
合
支
所
市
民
生
活
課

手
数
料　

無
料
（
６
月
３
日
㈪
以

降
は
有
料
）

※
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
有
料

※
縦
覧
、
閲
覧
の
い
ず
れ
も
本
人

（
ま
た
は
委
任
さ
れ
た
か
た
）
の

確
認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講座名 担当課

深谷市総合振興計画 企画課

深谷市の財政 財政課

ユニバーサルデザインのまちづくり
～ユニバーサルデザインってなあに？～ 企画課

悪質商法等の消費生活講座 市民課

深谷市の環境問題 環境課

野外焼却STOP講座 環境課

障害者自立支援法について 障害福祉課

高齢者福祉サービスと介護保険制度 長寿福祉課

マナーアップ講座（交通安全） 自治防災課

深谷の歴史と文化財 生涯学習課

もしものときの災害に備えて 予防課
自治防災課

応急手当講座 警防課

生活習慣病を予防するために 保健センター

深谷市障害者プラン 障害福祉課

後期高齢者医療制度について 保険年金課

防犯のまちづくりについて 自治防災課

認知症について（認知症サポーター養成講座） 長寿福祉課

介護予防教室（65歳以上のかたが対象） 長寿福祉課
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み・申請 電話

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
員
募
集

あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
う
５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

支
援
内
容
●
保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
協
力

会
員
宅
で
の
一
時
預
か
り

入
会
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）

と
き
●
３
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
３
０
３
号
室

平
成
25
年
度
ち
い
き
の
先
生
募
集

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

小
学
生
の
自
主
学
習
を
支
援
す
る
『
が

ん
ば
ル
〜
ム
』
で
、
学
習
指
導
・
相
談
を

行
う『
ち
い
き
の
先
生
』を
募
集
し
ま
す
。

対
象
●
18
歳
以
上
の
か
た

指
導
教
科
●
国
語
、
算
数

勤
務
時
間
●
土
曜
日
の
午
前
中

勤
務
場
所
●
市
内
小
学
校

謝
礼
●
１
回
＝
３
，３
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
４
月
19
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

自
衛
官
募
集

予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

あ
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所
（
う
５
２
２
‐
４
８
５
５
）

応
募
資
格
●

▪
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▪
技
能
＝
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
資
格
に

応
じ
53
〜
55
歳
未
満

試
験
●
４
月
12
日
㈮
〜
15
日
㈪
の
間
の
指

定
す
る
１
日

※
試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

内
容
●
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検

査
、
身
体
検
査

い
４
月
３
日
㈬
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
資
料
請
求
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆
お
や
つ
作
り
教
室

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

野
菜
な
ど
を
使
っ
た
お
や
つ
を
３
品
作

り
ま
す
。

対
象
●
３
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
●
３
月
18
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
室
・
栄
養
指
導
実
習
室

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
親
子
で
４
０
０
円

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）

い
３
月
６
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

問
い
合
わ
せ
先
へ

角
田
家
文
書
記
念
講
演
会

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

平
成
24
年
11
月
30
日
に
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
角つ

の

田だ

家け

文も
ん

書じ
ょ

の
記
念
講
演
と
実

物
史
料
の
一
部
公
開
を
行
い
ま
す
。

と
き
●
３
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
80
人
（
当
日
受
け
付
け
）

講
師
●
新あ

ら

井い

慎し
ん

一い
ち

氏
（
市
文
化
財
保
護
審

議
会
会
長
）、
角つ

の

田だ

惠け
い

一い
ち

氏
（
市
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
）

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
春
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
３
月
16
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
23
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
春
ま
つ
り

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２

‐
３
０
０
０
）

と
き
●
３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

内
容
●
園
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

※
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
休
園
日
＝
４
月
11
日

㈭
、
５
月
９
日
㈭
、
６
月
13
日
㈭

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
鑑
賞
会

あ
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
う
５
７
３
‐
６

５
６
３)

対
象
●
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
と
そ
の
保
護
者

と
き
●
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
①
午
前
10

時
30
分
〜　

②
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
シ
ネ
マ

上
映
作
品
●
ど
ん
ぐ
り
の
家

定
員
●
各
先
着
50
人

い
３
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
で
問
い
合
わ
せ

先
へ

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐
０

０
８
８
・
深
谷
町
９
‐
12
）

◇
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
習
会

と
き
●
３
月
７
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

内
容
●
小
物
入
れ
を
ペ
イ
ン
ト
し
ま
す
。

参
加
料
●
２
，８
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）

講
師
●
有う

働ど
う

み
ど
り
氏

◇
墨ぼ

く

遊ゆ
う

会か
い

展

と
き
●
３
月
13
日
㈬
〜
18
日
㈪

内
容
●
水
墨
画
・
木
目
込
み
人
形
な
ど

◇
あ
お
ば
ず
く
一ひ

と

葉は

の
紙
芝
居
展

と
き
●
３
月
25
日
㈪
〜
４
月
７
日
㈰

内
容
●
あ
お
ば
ず
く
の
子
育
て
か
ら
教
え

ら
れ
た
家
族
の
愛
・
命
の
童ど

う

画が

出
展
●
青あ

お

木き

繁し
げ

雄お

氏

『
あ
ぃ
ん
』か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
・

深
谷
町
10
‐
24
）

◇
ひ
な
祭
り
と
春は

る

展て
ん

と
き
●
３
月
30
日
㈯
ま
で

内
容
●
桃
の
節
句
と
春
を
感
じ
さ
せ
る
作

品
の
展
示

※
ラ
ン
チ
＝
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
水
曜
日
は
そ
ば
の
日
）

※
チ
ボ
リ
の
パ
ン
の
販
売
＝
木
・
金
曜
日

正
午
ご
ろ
〜

あ
っ
た
か
村

あ
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う
え
５
７

２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
う
５
７

０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
、
囲

碁
ク
ラ
ブ
＝
３
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮
午
前

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か『チャンネルフカヤ Youtube』で検索）

が
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
災
害
件
数
●
火
災
＝
79
件
（
前

年
比
12
件
減
）、救
急
＝
７
，３
４
７
件（
前

年
比
25
件
減
）、
救
助
＝
１
２
３
件
（
前

年
比
４
件
減
）

平
成
25
年
度
税
証
明
の
交
付
時
期

あ
市
民
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　

種
類
に
よ
っ
て
交
付
で
き
る
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交付時期 主な証明の種類

4月  1日㈪～
評価証明書（土地・家屋）、家屋
所在証明書、土地所有証明書
など

5月  1日㈬～ 公課証明書（土地・家屋）

5月10日㈮～
住民税が特別徴収（給与天引
き）のかたの課税（所得）証明
書、非課税証明書など

6月10日㈪～
住民税が普通徴収（個人納付）
のかたの課税（所得）証明書、
非課税証明書など

軽
自
動
車
、バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か

あ
市
民
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点

の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
買
い
替
え

る
、
他
人
に
譲
る
、
使
用
し
な
く
な
っ
た

な
ど
の
と
き
は
、
速
や
か
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
つ

ま
で
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
所
異
動
し
た
場
合
は
、
軽
自

動
車
な
ど
の
住
所
変
更
が
必
要
と
な
り
ま

す
（
深
谷
市
ナ
ン
バ
ー
の
市
内
転
居
は
不

要
で
す
）。

　

取
扱
窓
口
は
、
車
種
や
排
気
量
に
よ
り

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ペ
ッ
ト
同
伴
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
奨
学
資
金
制
度

あ
教
育
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

　

市
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校
の

後
期
課
程
で
の
修
学
が
困
難
な
か
た
に
、

奨
学
資
金
を
給
与
し
て
い
ま
す
。

対
象
●
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
市
民

①
性
行
善
良
で
、
学
業
成
績
が
良
好

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
出
が

困
難
な
世
帯
の
子　

③
学
校
長
が
推
薦
す
る

※
①
②
は
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
生
の
決
定
●
５
月
中
を
予
定

い
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
在
学
中
の
学
校

ま
た
は
出
身
校
の
学
校
長
を
通
し
て
申
請

春
の
火
災
予
防
運
動『
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い
離
れ
な
い
』

あ
予
防
課
（
う
５
７
１
‐
０
９
１
３
）

　

３
月
７
日
㈭
ま
で
、
春
の
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
強
い
季
節
風
が
吹
き
荒
れ
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
、
不
注
意
が
火
災
を

発
生
さ
せ
ま
す
。
も
う
一
度
家
庭
や
職
場

な
ど
で
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
見
直
し
、

火
事
を
出
さ
な
い
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林

や
河
川
敷
な
ど
で
も
大
火
災
と
な
る
危
険

②
３
月
16
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
・

さ
い
た
ま
コ
ー
プ
プ
ラ
ザ
深
谷

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

ね
ぎ
ぼ
う
ず
祭

あ
ね
ぎ
ぼ
う
ず
作
業
所
（
う
５
８
５
‐
０

９
３
５
）

と
き
●
３
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ
●
岡
部
総
合
支
所
駐
車
場

内
容
●
被
災
地
支
援
の
た
め
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
模
擬
店
や
福
祉
施
設
の
製

品
の
販
売

仙
元
山
探
鳥
会

あ
コ
ゲ
ラ
サ
ー
ク
ル
・
田た

村む
ら

さ
ん
（
う
５

７
１
‐
５
１
３
６
）

と
き
●
３
月
23
日
㈯
集
合
＝
午
前
９
時
・

仙
元
山
公
園
噴
水
前
（
小
雨
決
行
・
悪
天

候
中
止
）

持
ち
物
●
筆
記
用
具
、雨
具
、双
眼
鏡（
な

く
て
も
可
）、
防
寒
具
な
ど

深
谷
市
少
年
少
女
合
唱
団

第
1
回
定
期
演
奏
会

あ
深
谷
市
少
年
少
女
合
唱
団
・
近こ

ん

藤ど
う

さ

ん
（
う
５
７
３
‐
３
５
０
９
）

と
き
●
３
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

熊
谷
基
地
さ
く
ら
祭

あ
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
（
う
５
３
２

‐
３
５
５
４
）

と
き
●
４
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地

内
容
●
航
空
機
の
展
示
飛
行
、
装
備
品
の

展
示
、
音
楽
隊
の
演
奏
、
野
外
売
店
な
ど

10
時
〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
8
0
0
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
0
0
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
2
0
0
円

い
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

介
護
者
の
つ
ど
い

あ
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ
ん
（
う
５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
３
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
･

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ふかや必読書ふかや必読書 ３０

　十五少年漂流記　　　　ジュール・ベルヌ
　無人島に流れ着いた、15人の少年のサ
バイバル物語です。ニュージーランドで船
に乗っていた少年たちが荒波に巻き込ま
れ、小さな無人島に流れ着きます。さあ、
大変。見知らぬその地で、生きていくため、
そしていつかは故郷へ帰るため、一人ひと
りが持てる力のすべてを出し合い、協力し
合ってさまざまな困難に向かっていきま
す。少年たちは無事に帰ることができるの
でしょうか？
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②
特
定
疾
患
で
受
診
し
た
医
療
費
の
自
己

負
担
金
が
あ
る
（
重
度
医
療
、
こ
ど
も
医

療
お
よ
び
ひ
と
り
親
医
療
な
ど
、
ほ
か
の

公
的
医
療
費
補
助
を
受
給
し
て
い
る
か
た

を
除
く
）

助
成
額
●
埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
費
（
ま

た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
）
の
一

部
自
己
負
担
金
の
合
計
額
と
年
限
度
額
３

万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

申
請
に
必
要
な
物
●
①
埼
玉
県
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
）
②
平
成
24
年
10
月

〜
25
年
３
月
診
療
分
の
医
療
費
の
領
収
書　

③
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
（
振
込
先
を
変

更
す
る
場
合
）

初
め
て
登
録
を
受
け
る
か
た
の
申
請
に
必

要
な
物
●
①
埼
玉
県
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
（
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
）
②
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

い
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

2
自
動
車
等
燃
料
費
の
補
助

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
か
た

①
本
人
名
義
の
車
ま
た
は
バ
イ
ク
を
運
転

し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
有

し
て
い
る　

※
18
歳
未
満
は
、
家
族
名
義
の
車
な
ど
に

よ
る
通
園
、
通
学
な
ど
の
送
迎
を
受
け
て

い
る
か
た

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
を
所
有
し
、
家
族
名

義
の
車
な
ど
に
よ
る
通
園
、
通
学
な
ど
の

送
迎
を
受
け
て
い
る

補
助
額
●
１
ℓ
に
つ
き
50
円
、
１
か
月
当

た
り
の
上
限
＝
自
動
車
25
ℓ
、
バ
イ
ク
５

ℓ
（
自
動
車
と
バ
イ
ク
の
重
複
補
助
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
は
、
タ
ク
シ
ー
券
と
の

適
用
対
象
●
平
成
26
〜
35
年
度
の
市
・
県

民
税新

し
い
パ
パ
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待

カ
ー
ド
の
配
布

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

パ
パ
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
㈰
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
内
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る

か
た
に
は
、
各
機
関
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
か
た
は
、
問
い
合
わ
せ

先
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
群
馬
県
の
子
育
て
家
庭
向
け
優

待
カ
ー
ド
も
同
様
に
有
効
期
限
切
れ
と
な

り
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
問
い
合
わ

せ
先
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
（
配
布
開

始
は
、
と
も
に
３
月
18
日
㈪
〜
）。

対
象
●
平
成
25
年
４
月
現
在
、
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
、
お
よ
び
妊
娠

中
の
か
た
が
い
る
世
帯

※
受
け
取
り
の
際
に
は
、
お
子
さ
ん
の
保

険
証
、
妊
娠
中
の
か
た
は
母
子
手
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
介
護
手
当
の
申
請

あ
長
寿
福
祉
課（ 

う
５
７
４
‐
６
６
４
５
）、

岡
部
市
民
生
活
課
（ 

う
５
８
５
‐
２
２
１

４
）、
川
本
市
民
生
活
課
（ 

う
５
８
３
‐
２

５
３
２
）、
花
園
市
民
生
活
課
（ 

う
５
８
４

‐
１
１
２
３
）

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
慰
労
を
図
る
と

と
も
に
、
要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
の

継
続
と
、
介
護
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
介

護
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

表
の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
に

必
要
な
物
を
事
前
に
確
認
の
上
、
４
月
１

日
㈪
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

車　　種 取扱窓口

・原動機付自転車
（125cc以下）
・小型特殊自動車
・ミニカー

市民税課
う574‐6637

・125cc超の二輪
バイク

熊谷自動車検査登録
事務所
う050‐5540‐2027

・三輪の軽自動車
・四輪以上の軽自
動車

軽自動車検査協会
埼玉事務所熊谷支所
う574‐1662

防
災
施
策
の
た
め
、個
人
市
民
税
の

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

あ
市
民
税
課
（ 

う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　

平
成
23
年
12
月
２
日
に
『
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
』
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
個
人
の
住
民
税
の

均
等
割
の
標
準
税
率
に
つ
い
て
、
地
方
税

法
の
特
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
市
で
も
、
防
災
無
線
の
整
備
に
要
す

る
費
用
の
財
源
と
す
る
た
め
、
個
人
の
市

民
税
に
つ
い
て
均
等
割
の
標
準
税
率
を
５

０
０
円
引
き
上
げ
る
条
例
が
平
成
24
年
９

月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
民
税
も
同
様
に
県
税
条
例
が

改
正
さ
れ
、
市
・
県
民
税
合
わ
せ
て
１
，

０
０
０
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

改
正
内
容
●
均
等
割
の
標
準
税
率
が
市
民

税
５
０
０
円
、
県
民
税
５
０
０
円
引
き
上

げ
ら
れ
、
市
民
税
３
，５
０
０
円
、
県
民

税
１
，５
０
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か『深谷ねぎっこ』で検索）

対
象
●
介
護
保
険
で
、
要
介
護
４
・
５
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
月

の
20
日
以
上
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居

の
親
族
の
か
た

支
給
金
額
●
月
額
１
０
，０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
物
●

①
要
介
護
４
・
５
と
認
定
さ
れ
た
か
た
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証

②
介
護
し
て
い
る
か
た
（
同
居
の
親
族
の

か
た
）
の
預
金
通
帳
（
金
融
機
関
な
ど
の

変
更
が
な
い
場
合
を
除
く
）

③
入
院
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
期
間
が
分
か
る
物
（
入
院

の
場
合
は
、領
収
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
手
当
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

※
手
当
の
申
請
は
４
月
と
10
月
の
年
２
回

で
す
。
４
月
は
、
平
成
24
年
10
月
〜
25
年

３
月
ま
で
の
手
当
の
申
請
月
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
あ
り

ま
す
。

い
４
月
８
日
㈪
〜
30
日
㈫
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
障
害
福
祉
課（ 

う
５
７
１
‐
１
０
１
１
）、

岡
部
市
民
生
活
課
（ 

う
５
８
５
‐
２
２
１

４
）、
川
本
市
民
生
活
課
（ 

う
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
市
民
生
活
課
（ 

う
５

８
４
‐
１
１
２
３
）

1
難
病
患
者
支
援
事
業

対
象
●
市
内
在
住
で
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
か
た

①
熊
谷
保
健
所
で
申
請
・
承
認
さ
れ
た
埼

玉
県
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
ま
た
は

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
場
面
で
障
害
の
特
性
を

適
切
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
記
録
手

帳
で
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
関
係
機
関
か
ら
の
支

援
状
況
を
記
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互

に
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
手
帳
は
、
問
い
合
わ
せ
先
の

ほ
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
教
育
研
究
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
県
福
祉
政
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

5
障
害
児(

者)

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利

用
者
負
担
額
改
正

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

利
用
時
の
１
時
間
当
た
り
の
利
用
負
担
額

が
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

利用者世帯階層区分 18歳未満 18歳以上

生活保護法による被保護世帯 0円（現行通り） 600円
（現行は300円）

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
課
税
年
額

非課税世帯 0円（現行通り）

800円
（現行は600円）

5,000円以下の世帯 250円（現行通り）

5,001円以上15,000円以下の
世帯 400円（現行通り）

15,001円以上40,000円以下の
世帯 650円（現行は600円）

40,001円以上70,000円以下の
世帯 800円（現行は600円）

70,001円以上の世帯 800円（現行は600円）

※
年
少
控
除
お
よ
び
特
定
控
除
上
乗
せ
分

選
択
制
に
な
っ
て
い
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
物
●
①
車
検
証　

②
障
害

者
本
人
の
運
転
免
許
証
（
障
害
者
が
18
歳

未
満
お
よ
び
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
場
合

は
、
家
族
の
運
転
免
許
証
）
③
平
成
24
年

10
月
〜
25
年
３
月
分
の
燃
料
費
の
領
収
書

初
め
て
認
定
を
受
け
る
か
た
の
申
請
に
必

要
な
物
●
①
障
害
者
手
帳　

②
運
転
免
許

証　

③
車
検
証　

④
本
人
名
義
の
預
金
通

帳※
認
定
を
受
け
た
月
の
燃
料
費
か
ら
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。

い
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

3
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
費
）

の
助
成

対
象
●
市
内
在
住
で
自
立
支
援
医
療
受
給

者
証
（
精
神
通
院
医
療
）
を
お
持
ち
の
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

助
成
額
●
月
額
自
己
負
担
上
限
額
と
月
ご

と
の
支
払
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

の
半
額

申
請
に
必
要
な
物
●
①
平
成
24
年
10
月
〜

25
年
３
月
分
の
医
療
費
（
受
給
者
証
に
記

載
し
て
あ
る
指
定
医
療
機
関
）
の
領
収
書

②
自
己
負
担
上
限
額
管
理
票
（
記
載
の
あ

る
も
の
）
③
申
請
書　

④
本
人
名
義
の
預

金
通
帳
（
新
規
お
よ
び
振
込
先
を
変
更
す

る
場
合
） 

⑤
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
医
療
）（
申
請
中
の
か
た
は
申

請
者
控
）

い
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

4
サ
ポ
ー
ト
手
帳
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

サ
ポ
ー
ト
手
帳
は
、
主
に
発
達
障
害
な

ど
、
発
達
が
気
掛
か
り
な
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
、
乳
幼
児
期
〜
成
人
期
に
至
る
ま
で

一
貫
し
て
よ
り
良
い
支
援
を
受
け
た
り
、

　
　

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
に
向
け
て

　　

ぼ
く
は
以
前
、
左
手
の
小
指
を
骨
折

し
ま
し
た
。
幸
い
手
の
中
で
一
番
使
わ
な

い
指
だ
っ
た
の
で
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
し

た
。
他
の
人
も
左
手
の
小
指
で
良
か
っ

た
ね
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
実
際
に
生
活
し
て
み
る

と
大
変
な
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し

た
。

　

例
え
ば
、
朝
の
仕
度
だ
け
で
も
、
顔

を
洗
お
う
と
思
っ
て
も
水
を
す
く
え
ま

せ
ん
。
着
が
え
る
時
も
、
首
元
の
ボ
タ

ン
を
留
め
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
時
、
指
一
本
で
こ
う
な
の
だ

か
ら
、
も
っ
と
重
い
障
が
い
を
も
っ
た
人

は
、
日
常
の
生
活
が
ど
れ
だ
け
大
変
な

の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
学
校
の
授
業
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
習

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
は
自

分
の
事
と
し
て
は
、
あ
ま
り
受
け
と
め

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
は
だ
れ
で
も
、

病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
年
を
取
っ
て

い
く
と
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
り
、
目
や

耳
が
お
と
ろ
え
て
い
き
ま
す
。
だ
れ
も
が

毎
日
の
生
活
を
快
適
で
安
全
に
送
る
た

め
に
は
、
み
ん
な
が
自
分
の
こ
と
と
し
て

受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
想
像
力
を
働
か
せ
て
、
だ
れ
も
が

使
え
る
便
利
な
物
を
作
っ
て
い
る
人
た

ち
は
と
て
も
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
あ
ま
り
気
づ
か
な
い
け
れ
ど
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
は
身
近

に
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
す
。
重
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
も
、
持
ち
や
す
い
よ
う
に
真
ん
中
が
へ

こ
ん
で
い
ま
す
。
他
に
も
音
だ
け
で
は
な

く
、
光
で
も
合
図
す
る
チ
ャ
イ
ム
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
不
便
な
も
の
も

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ス
ロ
ー
プ
の
な
い

階
段
は
車
イ
ス
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自

転
車
を
押
し
て
渡
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
他
に
も
、
ビ
ン
や
缶
の
中
に
も
開

け
る
の
に
力
が
い
る
物
も
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
す
る

た
め
に
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ぼ
く
の
け
が
は
、
大
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
カ
月
も
す
れ
ば
治

り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
不
便
な
思
い
を

し
た
お
か
げ
で
、
感
じ
た
色
々
な
事
は

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
だ
れ
も
が
不
便
を
感
じ
ず
に

快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
よ
う
に
、

行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
分
の
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら
、
始

め
て
い
き
た
い
で
す
。

上柴中学校1年
二
に

ノ
の

宮
み や

健
た け

来
き

さん
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廃
止
前
の
所
得
税
課
税
年
額
を
算
定
す
る

も
の
と
し
ま
す
。
税
額
控
除
に
つ
い
て
は

考
慮
し
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
の
た
め
の
自
動
車
運

転
教
習

あ
い
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
う
０
４
８
‐
４
８
１
‐
２
７
１

１
・
え
０
４
８
‐
４
８
１
‐
６
５
７
８
）

　

障
害
者
が
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し

て
就
職
す
る
場
合
、
運
転
教
習
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

対
象
●
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

①
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持

②
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
済
み

③
運
転
免
許
試
験
場
で
の
運
転
適
性
審
査

に
合
格

④
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発
訓
練
セ
ン

タ
ー
か
ら
入
所
を
認
め
ら
れ
て
い
る

教
習
期
間
●
３
か
月
間

※
入
所
日
は
、
１
・
４
・
７
・
10
月
の
月

初
め
。
申
し
込
み
は
前
月
15
日
ま
で

定
員
●
各
期
25
人

※
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担

※
身
障
者
専
用
宿
舎
あ
り

精
神
疾
患
の
あ
る
か
た
の
出
張
相
談

窓
口
開
設

あ
い
㈶
西
熊
谷
病
院
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
向こ

う

陽よ
う

（
う
５
９
９
‐
２
０
２
０
・

え
５
２
０
‐
５
５
２
８
）

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
生
活
支
援
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
精
神
障
害
者
お
よ
び
家
族

を
対
象
に
出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
の
困
り
事
、
対
人
関
係
、

家
族
関
係
、
障
害
や
病
気
の
こ
と
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
社
会
資
源
を
活
用
す
る
た
め

の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
一
緒

に
考
え
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と
き
●
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

就
職
に
向
け
て
の
支
援
訓
練

あ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
谷
（
う
５
２
２
‐

５
６
５
６
）

　

就
職
を
目
指
す
か
た
へ
、
パ
ソ
コ
ン
・

事
務
・
介
護
な
ど
、
毎
月
さ
ま
ざ
ま
な
求

職
者
支
援
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
訓

練
コ
ー
ス
は
３
〜
６
か
月
で
、
受
講
料
は

無
料
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

あ
熊
谷
保
健
所（
う
５
２
３
‐
２
８
１
１
）

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
の
特
許

期
間
な
ど
が
過
ぎ
た
後
に
開
発
元
以
外
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
製
造
販
売
さ
れ
る
同
じ
有
効

成
分
・
同
じ
効
き
目
の
医
薬
品
で
す
。

　

開
発
コ
ス
ト
が
少
な
い
た
め
、
先
発
医

薬
品
よ
り
も
安
価
な
場
合
が
多
く
、
保
険

医
療
費
の
抑
制
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

医
療
機
関
で
出
さ
れ
た
処
方
せ
ん
を
基

に
薬
局
で
受
け
取
る
薬
は
、
患
者
さ
ん
自

身
が
、
医
師
や
薬
剤
師
と
の
相
談
の
上
で

先
発
医
薬
品
か
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
か

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
正
し
く
理
解

し
て
、
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

中
高
年
少
林
寺
拳
法
教
室

あ
市
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
吉よ

し

野の

さ
ん
（
う

５
７
３
‐
１
７
９
８
）

と
き
●
４
月
４
日
㈭
〜
30
日
㈫
ま
で
の
毎

週
火
・
木
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
８
時
〜

９
時

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
武
道
場

コ
ー
ス
●
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス

（
30
〜
59
歳
の
男
女
）、
ゆ
た
ら
く
コ
ー
ス

（
60
歳
以
上
の
男
女
）

定
員
●
各
先
着
10
人

参
加
料
●
１
人
＝
２
，０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

い
３
月
26
日
㈫
ま
で
に
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８

１
）
へ

市
民
登
山
教
室

あ
市
山
岳
連
盟
・
相そ

う

馬ま

さ
ん
（
う
５
８

１
‐
６
２
１
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
で
、
小

学
校
５
年
生
以
上
の
健
康
な
か
た
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

と
き
●
開
校
式
＝
６
月
５
日
㈬
午
後
７
時

〜
、
机
上
講
習
会
＝
７
月
18
日
㈭
午
後
７

時
〜
、
閉
校
式
＝
９
月
19
日
㈭
午
後
７
時

〜と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館

実
技
講
習
●
①
６
月
30
日
㈰
平た

い
ら
ぴ
ょ
う
や
ま

標
山
（
新

潟
県
）
②
８
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
北
ア
ル

プ
ス
立た

て

山や
ま　

③
９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
北

ア
ル
プ
ス
西に

し

穂ほ

独ど
っ

標ぴ
ょ
う

定
員
●
先
着
45
人

参
加
料
●
３
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

※
実
技
講
習
料
は
別
途
負
担

い
４
月
４
日
㈭
か
ら
電
話
で
市
体
協
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９

５
８
１
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
か『
深

谷
市
山
岳
会
』
で
検
索
）
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
民
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
デ
ー

あ
市
山
岳
連
盟
・
塚つ

か

越ご
し

さ
ん
（
う
５
７
１

‐
７
２
６
１
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者
で
、

小
学
生
以
上
の
か
た

と
き
●
５
月
10
日
㈮
〜
平
成
26
年
３
月
28

日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時と
こ
ろ
●
消
防
本
部

定
員
●
先
着
10
人

参
加
料
●
６
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
４
月
１
日
㈪
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
か

『
深
谷
市
山
岳
会
』
で
検
索
）
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
題
名
に
『
市
民
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
』
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

卓
球
教
室（
前
期
）

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う
０
９

０
‐
４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
で
初
心

者
の
か
た

と
き
●
４
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
、
５
月
11

日
㈯
・
25
日
㈯
、６
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯
、

７
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

定
員
●
先
着
70
人

参
加
料
●
１
人
＝
２
，０
０
０
円
（
ボ
ー

ル
代
・
保
険
料
を
含
む
）

い
３
月
28
日
㈭
ま
で
に
市
体
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８

１
）
へ

平
成
25
年
度

深
谷
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録

あ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
熊く

ま

倉く
ら

さ
ん

（
う
０
９
０
‐
９
３
６
４
‐
６
０
２
８
）

　

平
成
25
年
度
各
種
大
会
（
市
民
大
会
を

除
く
）
に
出
場
す
る
に
は
、
協
会
登
録
が

必
要
で
す
。

い
新
規
登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、
３

月
29
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

総
会
ウ
オ
ー
ク（
７
・
５
㎞
）

あ
市
歩
け
歩
け
協
会
・
本も

と

木ぎ

さ
ん
（
う

０
８
０
‐
３
４
０
４
‐
０
９
２
５
）

と
き
●
３
月
24
日
㈰
集
合
＝
午
前
９
時
・

深
谷
公
民
館
（
雨
天
決
行
）

コ
ー
ス
●
深
谷
公
民
館
（
午
前
９
時
30
分

出
発
）
〜
唐
沢
川
堤
〜
東あ

づ
ま

公
園
（
休
憩
）

〜
深
谷
商
業
高
校
（
記
念
館
）
〜
瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

〜
深
谷
公
民
館
（
正
午
到
着
予
定
）

参
加
料
●
一
般
＝
３
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
・
当
日
集
金
）、
会
員
＝
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

あ
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
小こ

嶋じ
ま

さ
ん（
う
０
９
０
‐
３
３
３
８
‐
５
８
５
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
者
お
よ
び
協
会

会
員

と
き
●
４
月
14
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
〜

（
小
雨
決
行
）、
予
備
日
＝
４
月
17
日
㈬

と
こ
ろ
●
川
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

種
目
●
４
ラ
ウ
ン
ド
（
32
ホ
ー
ル
）

参
加
料
●
１
人
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
ち
物
●
ク
ラ
ブ
、ボ
ー
ル
、マ
ー
カ
ー
、

雨
具

い
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
市
レ
ク
協
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５

８
１
）
へ

※
協
会
会
員
は
、
所
属
団
体
責
任
者
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

少
年
ラ
グ
ビ
ー
教
室

あ
い
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会･

竹た
け

内う
ち

さ
ん
（
う
０
９
０
‐
２
４
７
９
‐
１

９
６
３
）

対
象
●
小
学
生
以
下
（
保
護
者
の
参
加
も

可
）

と
き
●
３
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
午
前
９
時

〜
10
時
30
分　

と
こ
ろ
●
仙
元
山
公
園
多
目
的
広
場

第
15
回
室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会

あ
深
谷
・
大
里
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導

者
協
議
会
・
久く

住す
み

さ
ん
（
う
え
５
９
４
‐
６

６
９
０
・
おrec_fukaya@

yahoo.co.jp

）

対
象
●
小
学
校
４
年
生
以
上
の
か
た

と
き
●
３
月
17
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

内
容
●
ダ
ブ
ル
ス

定
員
●
先
着
20
組

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
３
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
）

い
３
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・

年
齢
・
性
別
・
チ
ー
ム
名
・
代
表
者
の
連

絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
未
成
年
者
だ
け
の
参
加
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

３
Ｂ
体
操
教
室

コース ジュニア 親子 ジュニア 親子

対　象 4歳くらい～
小学生

2歳くらい～4歳まで
の子とその保護者

3歳くらい～
小学生

2歳くらい～4歳まで
の子とその保護者

と　き
3月26日～4月
16日までの毎週
火曜日
午後4時～5時

3月21日～4月11日
までの毎週木曜日
午前10時～11時

4月1日～22日ま
での毎週月曜日
午後4時30分～
5時30分

4月4日～18日まで
の毎週木曜日
午前10時30分～11
時30分

ところ 上柴公民館
多目的室

深谷ビッグタートル
研修会議室 南公民館多目的ホール

定　員 先着20人 先着20組 先着20人 先着20組

問い合わせ 市3B体操協会・岡
おか
本
もと
さん

（う574‐7513）
市3B体操協会・蔵

くら
本
もと
さん

（う574‐7813）

【
各
コ
ー
ス
共
通
】

参
加
料
●
１
人
・
１
組
＝
１
，０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

持
ち
物
●
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

い
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
レ
ク
協
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

へ※
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す
。

深
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録

あ
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
、
青
少
年
健
全
育
成
を
推
進
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
、
皆
さ

ん
の
チ
ー
ム
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
新
規
登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、
４

月
５
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

受
け
付
け
中

あ
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部
（
う

０
４
８
‐
７
７
９
‐
９
５
８
０
）

対
象
●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
な
ど

を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

補
償
内
容
●
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

※
加
入
区
分
に
よ
り
補
償
金
額
は
異
な
り

ま
す
。

掛
け
金
●
中
学
生
以
下
＝
８
０
０
円
・

１
，４
５
０
円
・
１
１
，０
０
０
円
、
高
校

生
以
上
＝
８
０
０
〜
１
１
，０
０
０
円

※
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

保
険
期
間
●
４
月
１
日
㈪
〜
平
成
26
年
３

月
31
日
㈪

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
加
入
依
頼
書
を
郵
送
し
た
消
印
日
と

払
込
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
の
翌
日
か
ら

有
効
と
な
り
ま
す
。

加
入
依
頼
書
配
布
場
所
●
市
役
所
本
庁
舎

総
合
案
内
、
生
涯
学
習
課
、
深
谷
ビ
ッ
グ

タ
ー
ト
ル
、公
民
館

※
必
ず
、『
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
し
お

り
』
ま
た
は
『
あ
ら
ま
し
』
を
よ
く
読
み
、

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

あガーデンシティふかや推進室（ふかや緑の王国
内・う551 ‐ 5551）
　ガーデニングのプロ『深谷フラワーマイスター』
を講師として迎え、植物や花に関する技術や知識
を楽しく学びます。
とき●5月～平成26年4月（全24回）
定員●24人
※応募多数の場合は、4月8日㈪に公開抽選
参加料●28,000円（見学料や飲食費は別途）
い3月16日㈯～ 4月6日㈯までに問い合わせ先へ

アレンジメントの基本を学習 バラの庭園で課外実習

花の生産農家を見学 花瓶でフラワーアレンジメント

深谷フラワーカレッジ第3期生募集

パソコン教室

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

*

集
会
所
を
閉
鎖
し
ま
す

あ
人
権
政
策
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
３
）

　

集
会
所
運
営
事
業
は
、
昭
和
44
年
度
か

ら
国
や
県
の
補
助
を
受
け
、
各
種
の
事
業

を
推
進
し
た
結
果
、
当
初
の
設
置
目
的
を

達
成
し
ま
し
た
。ま
た
、深
谷
市
に
お
け
る

今
後
の
同
和
対
策
事
業
基
本
方
針
に
よ

り
、
平
成
24
年
12
月
市
議
会
定
例
会
に
集

会
所
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

市
内
13
か
所
の
集
会
所
（
人
見
、
横
瀬
、

折
之
口
、
東
方
、
大
谷
、
南
岡
、
本
郷
、

榛
沢
、
本
田
第
一
、
長
在
家
、
前
藤
、
春

日
丘
、
花
園
）
を
３
月
31
日
㈰
を
も
っ
て

閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
集
会
所
の
開
設

以
来
、
管
理
運
営
お
よ
び
事
業
推
進
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
６
か
所
の
集
会
所
（
人
見
、
折

之
口
、
大
谷
、
本
郷
、
本
田
第
一
、
春
日

丘
）
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
の
要
望
に
よ

り
４
月
１
日
㈪
以
降
、
自
治
会
館
へ
と
移

行
す
る
予
定
で
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
者
向
け
制
度
融
資

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資
金
を

必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、平
成
24
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、

小
口
資
金
、
特
別
小
口
資
金
、
中
小
企
業

近
代
化
経
営
資
金
の
申
込
時
の
融
資
審
査

会
が
廃
止
と
な
り
、
融
資
実
行
ま
で
の
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
市
制
度

融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金6年
設備資金8年 0.45～1.59％

特別小口資金 1,250万円 1.95% 運転資金6年
設備資金8年 0.80%

中小企業近代化
経営資金 2,000万円 1.80% 運転資金10年

設備資金12年 0.45～1.59％

中小企業緊急運
転資金 300万円 1.625% 運転資金1年 0.45～1.59％

※
各
制
度
と
も
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の

保
証
を
付
す
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

砂
ぼ
こ
り
対
策

あ
砂
ぼ
こ
り
対
策
協
議
会
（
農
業
振
興
課

内
・
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

　

市
で
は
、
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
発
生

す
る
砂
ぼ
こ
り
を
防
止
す
る
た
め
、
農
地

に
対
し
て
緑り

ょ
く

肥ひ

作さ
く

物も
つ

（
え
ん
麦
、
ラ
イ
麦

な
ど
）
の
種
子
配
布
事
業
を
実
施
（
対
象

地
域
の
農
家
の
か
た
へ
は
申
請
書
を
配

布
）
し
て
い
ま
す
。

　

緑
肥
作
物
は
非
常
に
有
効
な
対
策
で
す

が
、
野
菜
の
作
付
け
の
関
係
や
春
野
菜
の

準
備
の
障
害
に
な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
農

地
に
緑
肥
作
物
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
緑
肥
の
作
付
け

が
困
難
な
場
合
、
プ
ラ
ウ
を
用
い
た
深
耕

や
、
畑
か
ん
に
よ
る
散
水
、
防
風
ネ
ッ
ト

の
設
置
、
中
低
木
の
植
栽
な
ど
の
積
極
的

な
対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

深
谷
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
は
廃
止
の
届
け
出
に
よ
り

市
指
定
事
業
者
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

▪
ア
シ
ス
ト
21 （
深
谷
市
）

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
認
定
制
度

あ
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
う
５
２

４
‐
１
１
１
０
）

　

県
で
は
、
女
性
が
働
き
手
や
消
費
の
担

い
手
と
な
っ
て
経
済
社
会
を
活
性
化
す

る
、
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
開
始
し
た
『
多
様
な

働
き
方
実
践
企
業
認
定
制
度
』
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

認
定
基
準
は
、
女
性
が
多
様
な
働
き
方

を
選
べ
る
か
、
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続

け
て
い
る
か
、
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て

い
る
か
な
ど
で
す
。

　

認
定
を
受
け
た
企
業
は
、
県
の
制
度
融

資
で
あ
る
産
業
創
造
資
金
を
利
用
で
き
る

ほ
か
、
大
学
や
求
職
者
な
ど
に
働
き
や
す

い
企
業
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

ところ 講座名 内容 とき（4月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

わくわく入力 パソコンの基礎と文字入力の
マスター（のんびり入力と同様）

２日㈫
３日㈬

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代）

パソコン入門受講者
または同レベルのかた

Word入門 文書の装飾、写真の挿入な
ど、基本的な文書の作成

10日㈬
11日㈭

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

デジカメ写真
活用⑴

写真の取り込みと整理、修
整、活用など

15日㈪
16日㈫

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

上柴公民館
☎ 572‐9001

カレンダーを作
ろう

写真を入れ、鮮やかに飾った
カレンダーの作成

17日㈬
18日㈭

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

チラシを作ろう 写真や飾り文字、イラストなど
を入れたチラシの作成

22日㈪
23日㈫

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた
い3月25日㈪から参加料を各公民館へ（受付＝平日の午前9時～午後5時15分）

グリーンパーク・パティオ（☎574‐ 5000）
■フラワーショップフロルは、3月9日㈯から営業します（3月22日㈮までは午前9時～午後5時）。
■ 日曜日に開催している無料園芸相談は、今月までお休みとなります。その間は、施設の花き振興担当職員にご相談ください。
■ 3月23日㈯から、プールを再開します。当日はオープニングイベントとしてキッチンカーが出店するほか、フリーマー
ケットを開催します。また、『ふっかちゃん』が、皆さんをお迎えします。

営業時間 入場料 注意

午前10時～午後9時
（最終入場は午後8時15分）
※火曜日休館

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

おむつが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの入
場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、小
学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。25ｍプール
では帽子着用となります。入れ墨やタトゥーを入れているかたは、ラッ
シュガードの着用をお願いします。

行事名 とき・内容 備考

ラウンドフィットネス 1回30分程度の運動で運動不足を解消
※その他、室内レッスン開催中！お問い合わせください。

ところ／2階ラウンドフィットネスルーム
参加料／1回＝一般300円、会員200円

春の寄せ植え（野菜含
む）体験 3月16日㈯午後1時30分～3時

い3月4日㈪からパティオへ
対象／中学生（小学生は保護者同伴）
ところ／１階フラワーホスピタル
定員／15人

フリーマーケット 3月23日㈯午前10時～午後3時 出店者を募集します。詳しくは、お問い合わ
せいただくか、ホームページをご覧ください。

わんぱく・ジュニア水
泳教室

4月17日㈬～
※水～金曜日開催予定

詳しくは、お問い合わせいただくか、ホーム
ページをご覧ください。

 祝!! 100歳

お誕生日
おめでとうご

ざいます

栁
やなぎ

田
た

ハマさん（本郷）1月10日生

乙
おと

野
の

正
まさ

子
こ

さん（栄町）2月6日生

一度読んだらクセになる
深谷ねぎっこブログ
深谷の旬な情報を配信中♪
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。

主な公共機関への連絡先と取扱時間主な公共機関への連絡先と取扱時間

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●臨時開庁　詳しくは12ページをご覧ください。
　3月31日㈰、4月7日㈰午前8時30分～午後5時15分
●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子のた
めのおはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど

3月14日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）『赤ずき
ん』、紙芝居など

3月23日㈯
午後１時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居など 3月16日㈯

午前11時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：絵本、パネルシアター、映画など
2部：絵本、紙芝居、エプロンシアター、ス
トーリーテリング、手品、手遊びなど

3月2日㈯
4月6日㈯
午後2時～

対象／幼児・小学校低学年

図書館休館日（4館共通）
【3月】 4日㈪・11日㈪・18日㈪・21日㈭・25日㈪
【4月】 1日㈪・8日㈪・12日㈮・15日㈪・22日㈪・30日㈫
春の特別整理休館
深谷図書館：3月3日㈰まで
岡部・川本・花園図書館：3月6日㈬～9日㈯

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談室 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後4時

市役所北別館
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 ‐

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談 午前10時30分～午後6時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午・
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第１火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐822‐6558 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3土曜日、第2水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制

毎月第3木曜日
午後1時30分～4時

キララ上柴
ミーティングルーム2

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 内職・就職相談室
☎573‐1171

内職の仕事紹介、内職求人の
受け付け、就職相談　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

求人情報提供、職業相談・紹介
※雇用保険など一部業務はハ
ローワーク熊谷のみ取り扱い

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

3月18日㈪午前10時～11時30分
3月19日㈫午前10時～11時30分
4月  8日㈪午前10時～11時30分
4月11日㈭午前10時～11時30分

おかべ子育て支援センター
花園保健センター
深谷市保健センター
川本保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

3月12日㈫午後2時～4時
4月18日㈭午前10時～11時40分 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第１木曜日午後1時30分～3時
毎月第4火曜日午前10時～11時・
午後5時30分～6時30分

熊谷保健所
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

川本 川本保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※『乳幼児相談』や『健康相談』などをご利用のかたは、23ページの『各種無料相談』をご覧ください。

花園

マタニティ教室
3月  1日㈮

午前9時30分～11時50分
（受け付け：午前9時20分～
9時30分）

おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

3月16日㈯

4月12日㈮

4月20日㈯

全区域 深谷

3月18日㈪
（受け付け：午前9時45分～
10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（託児を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）4月  9日㈫

全区域離乳食教室
深谷

花園

3月  7日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成21年  7月25日～  8月31日生まれ3月21日㈭

3月26日㈫

4月  4日㈭
平成21年  9月  1日～  9月24日生まれ

4月18日㈭

4月26日㈮ 平成21年  9月  1日～10月31日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

川本/花園 川本

3月  1日㈮

（受け付け：午後1時～1時
30分） 平成24年11月16日～12月15日生まれ

3月  6日㈬

3月22日㈮

3月14日㈭

BCG予防接種
総合深谷/岡部

川本/花園 川本

3月  5日㈫

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年10月16日～11月15日生まれ3月15日㈮

3月19日㈫

4月  5日㈮

平成24年11月16日～12月15日生まれ4月16日㈫

4月23日㈫

4月  9日㈫ 平成24年11月  1日～12月15日生まれ

深谷/岡部

川本/花園

4か月児
健康診査

深谷

川本

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談『
♯
８
０
０
０
』

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
翌
日
午
前
７
時

休
日（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜
翌

日
午
前
７
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か『
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
』で
検
索

とき 休日診療医院名 問い合わせ

3月10日㈰ 神足眼科医院 ☎574‐6754

とき 休日診療医院名 問い合わせ

3月31日㈰ 石川アイクリニック ☎572‐6315

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

　　　　　   3月  2日・  3日・  9日・10日・16日・17日・20日・23日・
　　　　　　     24日・30日・31日
　　　　　   4月  6日・  7日・13日・14日・20日・21日・27日・28日・
　　　　　　     29日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　   3月  3日・10日・17日・20日・24日・
　　　　　        31日
　　　　　   4月  7日・14日・21日・28日・29日
　　　　　　  　

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

3月  7日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

3か月以上7歳6か月未満
※携帯電話・パソコンなどから予約してく
ださい。
予約専用アドレス
（かhttp://www.0485751101.com/i）

3月16日㈯

3月21日㈭

3月25日㈪

3月26日㈫

総合

川本

全区域

不活化ポリオ
予防接種

3月14日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成23年  8月  7日～  8月31日生まれ
3月25日㈪

4月11日㈭

平成23年  9月  1日～10月  6日生まれ4月19日㈮

4月25日㈭

3月13日㈬ 平成23年  7月  1日～  8月31日生まれ

深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

川本/花園

深谷

川本
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◆以下の事業は予約制です。3月12日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101
● 川本子育て支援センター ☎583 ̶ 2233

問

※子育て支援センターは、未就学児と保護者のかたが利用できます。また、日・月曜日、祝日はお休みです。
※豊里子育て支援センターは、育児相談と広場のみ実施しています。
※事業については、市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。

頑
張
り
過
ぎ
な
い
で
〜
産
後
う
つ
病
〜

産
後
う
つ
病
と
は

　

産
後
う
つ
病
と
は
、
出
産
後
数
週
〜
数

か
月
以
内
に
出
現
す
る
う
つ
病
を
い
い
ま

す
。
産
後
女
性
の
約
１
割
が
産
後
う
つ
病

に
か
か
る
と
の
デ
ー
タ
も
あ
る
な
ど
、
誰

で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。

産
後
う
つ
病
の
原
因
と
症
状

　

出
産
を
き
っ
か
け
に
女
性
の
身
体
は
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
急
激
に
変
化
し
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
な
ど
負
担
も
大
き

く
な
り
、
体
調
や
気
持
ち
が
不
安
定
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
眠
れ
な
い
、
食
欲

が
な
い
、
頭
痛
や
だ
る
さ
が
続
く
、
気
分

が
落
ち
込
む
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
涙
も
ろ

く
な
る
な
ど
の
症
状
が
２
週
間
以
上
続
く

場
合
は
、
産
後
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

産
後
う
つ
病
の
予
防
と
対
応

　

子
育
て
は
お
母
さ
ん
一
人
で
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
理
解
や
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
の
話
を

じ
っ
く
り
聞
い
て
受
け
止
め
て
あ
げ
る
こ

と
や
、
家
事
や
子
育
て
な
ど
の
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
、
お
母
さ
ん
の
負
担
を
軽

減
し
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
ま
た
、
症
状
が
改
善
し
な
い

場
合
は
、
早
め
に
心
療
内
科
な
ど
へ
受
診

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

藤沢子育て支援センター
4月16日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了して
いる未就学児と保
護者

先着7組
親
300円
子
250円

藤沢子育て支援センター

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
4月10日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

4月17日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 4月24日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
4月10日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

4月17日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 4月24日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
4月10日㈬・17日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 4月24日㈬
午前10時30分～１１時30分

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

川本子育て支援センター
4月10日㈬・17日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 4月24日㈬
午前10時30分～１１時30分

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
4月18日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
※随時相談に応じます。

未就学児と保護者

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前9時～正午・午後2時30
分～4時30分
※詳しくはお問い合わせください。

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
4月12日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

4月19日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

おかべ子育て支援センター
4月12日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

4月19日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

明戸子育て支援センター
4月12日㈮・19日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

川本子育て支援センター
4月12日㈮・19日㈮・26日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

● 桜ケ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

あ深谷保育園（☎551‐ 6333）、深谷西保育園（☎
573‐ 0005）
　子育て中のお母さん、独りで悩んでいませんか。
保育士やお母さん同士、気軽にお話ししましょう。

◇すくすく交流会も実施しています
とき●毎週水・金曜日午前10時～11時（要予約）
内容●親子で保育園体験

とき 内容 ところ

3月11日㈪午前9時30分～ ジュニア
（０・１歳児） 深谷西保育園

3月12日㈫午前10時～
お楽しみ会

深谷保育園　

3月14日㈭午前10時～ 深谷西保育園

3月18日㈪午前10時～ ジムナスティック 深谷ビッグタートル

ハート・ＰｏＰｏ子育て支援センターハート・ＰｏＰｏ子育て支援センター

あ病後児保育ステーションのぞみ（☎574‐
4340・西島2‐ 16‐ 1・佐々木病院内）
　仕事で会社を休めない保護者などのために、病
気の回復期にあるお子さんを預かります。
対象●市内在住で、病気の回復期にあり、病後児
保育の利用が可能と判断された、生後6か月～小
学校3年生までの児童
※保護者に就労・疾病・事故・出産・冠婚葬祭な
どやむを得ない理由がある場合に限ります。
利用日時●月～金曜日午前8時～午後6時
利用期間●連続7日間まで（延長可）
定員●先着4人
利用料●1日につき2,000円
（生活保護世帯および中国残
留邦人などの円滑な帰国の促
進および永住帰国後の自立の
支援に関する法律による支援
給付受給世帯は無料）
※飲食費1日につき400円（給
食・おやつ代）

病後児保育ステーション病後児保育ステーション



　春の優しさを花で形にしてみませんか。
とき　3 月 22 日㈮午前 9 時 30 分～ 11
時 30 分　ところ　ふかや緑の王国　
受講料　2,500 円
必要な物　容器（格安で用意もできます）
定員　20人（応募多数の場合は抽選）
申し込み　3月 9日㈯から電話でふかや緑の王国へ

　あなただけの空中花壇を作りませんか。
とき　3 月 30 日㈯午前 9 時 30 分～ 11
時 30 分　ところ　ふかや緑の王国　
受講料　2,500 円　※容器は用意します。
定員　20人（小学校 4年生以上・応募多
数の場合は抽選）講師　ラ・パンセ＆柳

やなぎ

清
きよ

子
こ

氏
申し込み　3月 9日㈯から電話でふかや緑の王国へ

講師　星
ほし
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『花のまち　ふかや』を知ろう！ お花のマイスターを目指そう
"深谷フラワーカレッジ""深谷谷フラワーカレッジジ""深谷フラワーカレッジ" 第3期生募集第3期生募集第3期生募集生

集募
徒

お

21ページ21ページジ21ページ詳しくは詳しくは詳しくは
をご覧くださいをごごご覧くださださいをご覧ください

見ごろを迎えるガーデンと楽しいイベントがいっぱい！見ごろを迎えるガーデンと楽しいイベントがいっぱい！
・フローラガーデン
・クレマチスガーデン
・サステナブルガーデン
・さくら草ガーデン
など

好評!そよ風コンサートササー評好評!そよ風コンサート

・花仲間ガーデン
・スモークツリーガーデン
・サンクンガーデン
・まきばガーデン

1日目1日目1日目1日目事例発表・特別講演

2日目2日目2日目2日目現地見学会

▪特別講演（予約不要）
オープンガーデンこの10年
講師　須磨佳津江氏
とき　午後1時～5時

（開場＝午後0時30分）
ところ　深谷市民文化会館
参加料　無料
▪交流会（要予約）
とき　午後6時～7時30分
ところ　埼玉グランドホテル深谷
参加料　3,000円
定員　先着300人
▪講習会（要予約）
とき　午前10時～11時30分
ところ　深谷城址公園

※予約開始は、3月11日㈪か
ら、ふかや緑の王国へ。詳しく
は、お問い合わせください。

（要予約）
1日目の事例発表や特別講
演に参加されるかたが対象

す   ま　か  つ　え

花の祭典花花花花花花花ののののののの祭祭祭祭祭祭祭典典典典典花の祭典
深谷の春を彩る深谷谷谷谷谷深谷の春のののの春春春春をを彩彩るる深谷の春を彩る
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『ガーデンシティふかや』のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!
ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

↑登録はこちらから




